
【Q1】御社には明確なパーパス（企業の存在意義）や
パーパス・ステートメントが明文化されていますか？

【Q2】パーパス経営を行う上で抱えている課題を教えてください
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顧客ロイヤリティ（CX、CS）向上

ブランド価値、レピュテーション向上

優秀な人材の採用の促進

従業員体験価値（EX、ES）向上

イノベーティブな製品・サービス開発の加速

その他
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未来を問い直すパーパス経営の実践 5/25/2021  (n=299)

22

%13

%40

%25

%14

8%

【Q3】パーパス経営の実践によって、どのような企業価値が生まれると思われますか？

経営陣のコミットメントがなく、 実

態が伴っていない

従業員への浸透が進まない

パーパスの定義が難しい

パーパス実現のための投資ができていない

その他



新Ｍ字カーブ
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活性度

３０～４５歳

２０～２５歳
５０～６０歳

年齢



パーパスワークショップ

テーマ1
「顧客」「顧客の顧

客」にとって

テーマ3
「社会（コミュニ
ティ）」「地球

（未来のこどもた
ち）」にとって

テーマ2
「社員」にとって
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コアバリュー
（核となる強さ）

ブランド及び
社会インパクト
評価の高い課題

ブランド及び
社会インパクト
評価は低いが、
当社としてこだわり
たい課題

2050年を見据え、
追加したい課題



Purpose One-on-One

出典：日経ビジネス（2021.11.15）



SOMPO伝
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OKR@花王
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Ⅰ.「ありたい姿」（志・Purpose)

・わくわく
・ならでは
・できる

DXからMX（マネジメント・トランスフォーメーション）へ

パフォーマンス

これまで これから

時間

MTP*

自社(現状)

* Massive Transformative Purpose（北極星）

• Speed/Scaleの欠如
（「やってるつもり」病）

• Thousand Flowers（「POC」病）
• トップ・現場、各機能間の
「つなぎ」の弱さ（「出島」病）

Ⅱ.自社の「クセ」（課題：Problems）

Ⅲ．変革の方向性(脱学習・Pivot)

• Innovation @edges
• ミドルを核としたメビウス運動
• Scalingのためのアルゴリズム
（クリエーティブ・ルーティン）の
埋め込み


